別紙１　予算要求資料・事業評価調書
予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：国際化推進費
	事業名:　岐阜県・江西省友好提携２５周年記念事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　商工労働部　国際戦略推進課　海外連携係　電話番号：058-272-1111（内2353）

　　　　　　　E-mail：c11129@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：11,500千円（前年度予算額：0千円（H20予算：11,500千円））
	要求内容


	１　要求の内容


（１）岐阜県・江西省友好代表団派遣事業費　　　　　　　　　　　　　 6,500千円
両県省政府による代表団の相互訪問は、友好提携２５周年記念事業の中でも重要な　事業と位置付けており、両県省の関係者による相互理解を深め、更に交流を発展させる契機とする。
・岐阜県代表団の派遣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,182千円
○本団＜１３名＞
・時期：平成２５年１１月頃（４泊５日）

・内容：省幹部との面談、岐阜県紹介展、記念植樹、歓迎レセプション、など

・訪問者：知事、議長（議会事務局で予算対応）、商工労働部長、農政部長、

林政部長、担当職員、など

　　○事前調査団＜４名＞

　　・時期：平成２５年７月頃（３泊４日）

　　・内容：省担当部局との打ち合わせ、会場視察、など
・江西省代表団の受入＜１１名＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,318千円
　　・時期：平成２５年８月頃（４泊５日）

　　・内容：知事との面談、歓迎レセプション、記念事業（別途予算対応）、など

（２）岐阜県・江西省紹介展等開催事業費　　　　　　　　　　　　　　　5,000千円
友好提携２５周年記念事業の一環として、江西省代表団受入時を中心に、次のよう
な事業を実施し、相互の理解を深める。

・記念式典等（記念セレモニー、記念碑除幕式、紹介展テープカット）　　1,130千円

・江西省紹介展（於：岐阜県）　※江西省から借用した写真パネル等（50枚程度）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 392千円　

・岐阜県紹介展（於：江西省）　※岐阜県側で作成した写真パネル等（50枚程度）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 580千円　

・友好好訪問団派遣　※岐阜県代表団派遣時　　　　　　　　　　　　　　 126千円

・コンサート・レクチャーなど文化事業（記念事業の一環として、江西省出身の演奏
家によるコンサート、江西省出身者によるレクチャー等を実施）　　　 1,320千円

・岐阜県訪問ツアー造成（江西省旅行社の関係者を招聘し、岐阜県訪問ツアー造成を
働き掛ける）　※江西省代表団受入時　　　　　　　　　　　　　 　　1,452千円

（参考）これまでの取組状況
江西省は、岐阜県にとって唯一の友好提携先であり、毎年行われている実務者レベルの相互訪問に加え、節目の年（５周年、１０周年、２０周年　※１５周年は、新型肺炎（SARS）流行等のため中止）には、代表団の派遣・受入、紹介展をはじめとする記念事業等を行っている。
（参考）これまでの取組に対する評価
岐阜県と江西省は、１９８８年の友好提携締結以降、県、市町村、民間国際交流団体等幅広い分野において友好交流事業を広く展開し、活発な交流が継続している。

特に、２００８年の友好提携２０周年においては、戦略的互恵関係の構築に向けた覚書を締結した。その結果、花き分野や人的交流の面で、具体的な成果が出ている。

	２　所要経費


（１）岐阜県・江西省友好代表団派遣事業費
旅費　　　　      3,570千円　（渡航費等）

消耗品費　　　　    485千円　（土産品代等）

対外交流費　      　830千円　（歓迎レセプション開催費）

会議費　　　　　　　 25千円　（意見交換会茶菓費）

役務費　　　　　　　610千円　（通信運搬費、通訳費）

使用料及び賃借料　　980千円　（車借上料、会場・備品借上料）

　　合計　　　　　　　6,500千円

（２）岐阜県・江西省紹介展等開催事業費
報償費　　　　　　　 63千円
旅費　　　　　　　　109千円

消耗品費　　　　　　180千円
対外交流費　　　　　250千円

印刷製本費　　　　　250千円
役務費　　　　　　　230千円

委託料　　　　　　3,498千円
使用料及び賃借料　　320千円

負担金　　　　　　　100千円

　　合計　　　　　　　5,000千円

（３）総計

　　報償費 　　　　　　　63千円

　　旅費　　　　　　　3,679千円

　　消耗品費            665千円

　　対外交流費        1,080千円

　　会議費               25千円
　　印刷製本費          250千円

役務費              840千円

　　委託料            3,498千円

使用料及び賃借料  1,300千円

　　負担金              100千円

　　合計　           11,500千円
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	11,500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	11,500

	決定額
	11,500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	11,500


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　両県省の関係者による相互理解を深め、更に交流を発展させる契機とする。



（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H　）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H　）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	交流の成果は多面的であり、定量的な指標で表すことができない。



（前回（平成20年度）の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
H20.10　江西省代表団の受入（江西省人民代表大会常務委員会副主任）
知事との面談、江西省紹介展の開催

H20.11　岐阜県訪問団の派遣：約８０名
　　　　（知事、県職員12名、県議会議長、県議、市町村長、及び民間関係者）
　　　　　副省長との面談、「覚書」署名式、記念事業（岐阜県紹介展、「和平竜」

除幕式、記念植樹等）


（前回（平成20年度）の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　
岐阜県と江西省は、１９８８年の友好提携締結以降、県、市町村、民間国際交流団体等幅広い分野において友好交流事業を広く展開しているが、特に、２００８年の友好提携２０周年においては、戦略的互恵関係の構築に向けた覚書を締結した。その結果、花き分野や人的交流の面で、具体的な成果が出ている。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

　 ○
	中国との草の根レベルでの交流を推進するにあたっては、政府レベルでの信頼関係という基盤があってこそ、民間団体間の交流も円滑に進むと考えられるので、今後も県が関与することが妥当と考える。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

　 ○
	江西省は、岐阜県にとって唯一の友好提携先であり、毎年行われている実務者レベルの相互訪問に加え、節目の年（５周年、１０周年、２０周年　※１５周年は、新型肺炎（SARS）流行等のため中止）には、代表団の派遣・受入、紹介展をはじめとする記念事業等を行い、着実に交流が進んでいる。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

　 ○
	紹介展などの記念事業の実施にあたっては、ふれあい福寿会館や市町村から、会場提供を受けるなどにより、経費の節減を図る。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　従来は、県省関係者による相互訪問はなされていたが、あまり草の根レベルでの相互理解には至っていなかった。したがって、今後の交流の展開にあたっては、民間団体との連携、産業振興のためのビジネス戦略を組み込む必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　他団体と連携又は協力を得ながら、最小限の財政的支援をしつつ、他分野にわたり、充実した各種事業を展開する。交流の基本である政府関係者の相互訪問に加え、政府間の交流を背景にした、観光交流、ビジネス交流、人材交流、民間交流を促進する。式典、文化事業などにおいて積極的に在住中国人・中国とゆかりのある方にも参加を促し、日中両国の草の根レベルでの相互理解を深める。


